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http://www.library.pref.kagoshima.jp/ホームページ ：

１ 利用者用の端末が増えました。
現在，１階に３か所，２階に６か所，児童文化室に３か所の計１２か所

に，利用者用の端末を設置しています。

書名や作者名での検索ばかりでなく，新着図書の案内やおすすめ資料も
調べることができます。また，パスワードなどを登録していただくことに
より，自分で貸出中の本を予約したり，貸出期間の延長をしたりできます。

２ ホームページが新しくなりました。
横断検索（県内２２市町公共図書館，１０大学附属図書館等の蔵書を一度に検索）することがで

きるようになりました。

目的の本を素早く探すことができるようになりました。県立図書館に所蔵していない図書は，取
り寄せて館内で閲覧することが可能です。奄美図書館の図書以外は，館外への貸出はできません。

（送料を負担していただく場合があります ）。
※ 詳しくは，職員にお尋ねください。

３ インターネットに接続できるパソコンを導入しました。
児童文化室に１台，２階閲覧室に６台設置しています。

児童生徒の調べ学習や一般の調査・研究に役立てることができます。

※ 端末の利用は，原則として，１人３０分です。利用申込書に記
入して，カウンターの職員へ渡してください。

平成23年2月1日(火)～3月24日(木)
２月１日に，図書館情報システムを更新して，県立図書館がリニューアルオープンしました。
これを機に，県立図書館の施設やサービスについて理解を深めていただくとともに，新たな機能を

知り図書館を更に利用していただきたいと考えこの企画展示を計画しました。
正面玄関ロビーや１階閲覧室展示コーナー，児童文化室前に展示していますので，ぜひご覧になっ

てください。



２月の新着図書案内２月の新着図書案内

○ 藤山 清郷/著 丸善プラネット「言論の自由なこの国で」

○ 千田 琢哉/著 ぱる出版「学校で教わらなかった20代の辞書」

○ 竹内 謙二/著 文芸社「一万ケ寺をゆく」

○ 角山 榮/著 ミネルヴァ書房「新しい歴史像を探し求めて」

下村 脩/著 長崎文献社○「クラゲに学ぶ 」

伊藤 シヅ子/著 風媒社○「呼び寄せ高齢者」

○ 渥美 由喜/著 日本経済新聞出版社「イクメンで行こう! 」

○ 屋山 太郎・千 玄室・笠谷 和比古 育鵬社「日本通」 ほか/著

○ 島崎 修次/監修 田中 秀治/編 企画「AED街角の奇跡」 ダイヤモンド・ビジネス

○ 著 林 真一郎 監修 椎名佳代 訳 東京堂出版「ハーブハンドブック」レスリー・ブレムネス／ ／ ／

○ 著 丸善「ごみ減量」服部 美佐子/

○ 岩尾 明子/著 日本放送出版協会「手作り洗剤レシピ」

○ 植木 もも子/著 新星出版社「カロリーひかえめ夜9時ごはん」

○ 竹中 奈津子/著 辰巳出版「ハチミツ色の日々」

○ 高橋 洋一/著 誠文堂新光社「 」ポップアップ・クラフト

○ 一志 治夫/著 講談社「綾戸智恵、介護を学ぶ」

○ 平澤 芳明/著 道新スポーツ/編 北海道新聞社「プロ野球のお仕事」

○ 清水 由美/著 ヨシタケシンスケ/絵 世界文化社「日本人の日本語知らず 」。

○ 立花 美江/著 かもがわ出版「手をつなぐ認知症介護」

○ 海堂 尊/著 角川書店「モルフェウスの領域」

森 毅/著 福井直秀/編 平凡社○「一刀斎、最後の戯言」

○ マーガレット・アトウッド/著 畔柳 和代/訳 早川書房「オリクスとクレイク」

このほかの新着図書は，インターネットや利用者端末の蔵書検索，新着図書コーナーの目録

で探すことができます。

図書館カレンダー
２月（ ・ 印は休館日）

日 月 火 水 木 金 土
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27 28

３月（ ・ 印は休館日）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

10 11 12６ ７ ８ ９

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

印は，整理研修日※

学習室のみ午前９時～午後５時

まで開館です。

県図職員おすすめの一冊
そうはいかない』『

佐野 洋子 著 小学館

今回紹介する本の著者は佐野洋子さんで

す これまでに １００万回生きたねこ だ。 『 』『

』『 』ってだってのおばあさん おじさんのかさ

など数多くの絵本を思い出される方も多いと

思います。

この本には私たちの日常生活のどこにでも

ありそうな３３編のエッセイが収められてい

ます。人間の隠し持っている残酷さや醜さ，

弱さといった負の部分を提示

しながら，その中にふっと

笑ってしまうようなユーモア

もあり，読み応えのある一冊です。


